
村井さん

ス
マ
ホ
長
寿
命
化
、
絶
縁
性
も

高級金属カンパニーの挑戦日立金属�
　
Ｋ
Ｒ
Ｉ

京
都
市
下
京
区
、
住
友
宏
社
長
、
０
７
５
・
３
２
２
・
６
８

３
０

は
、
熱
伝
導
率
６

／

と
従
来
品
比
で
最
大
４
倍
に
向
上
し

た
絶
縁
性
放
熱
材
を
開
発
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に

採
用
す
れ
ば
高
効
率
に
放
熱
し
、
長
寿
命
化
に
役
立
つ
。
熱
伝
導
に
優
れ

た
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

Ｃ
Ｎ
Ｆ

と
熱
伝
導
性
無
機
粒
子
の

窒
化
ホ
ウ
素
で
、
合
成
し
た
。
放
熱
用
の
シ
ー
ト
や
塗
料
と
し
て
メ
ー
カ

ー
な
ど
に
提
案
し
、
実
用
化
を
図
る
。

放熱材熱伝導率４倍ＫＲＩ、セルロース製開発
近
赤
外
光
で
内
部
検
査
ウ
エ
ハ
ー
欠
陥
検
出
装
置
東
レ
エ
ン
ジ

　
日
立
金
属
が
中
核
分
野
に
経
営
資
源
を
集
中
し
て
い
る
。
非
中
核
で
あ
る
切
削
工
具

子
会
社
の
日
立
ツ
ー
ル
の
株
式
を
売
却
す
る
一
方
で
、
成
長
領
域
で
あ
る
航
空
機
分
野

の
拡
大
に
向
け
て
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
特
殊
合
金
子
会
社
を
買
収
し
た
。
成
長
戦
略
の

軸
と
な
る
の
が
全
社
の
営
業
利
益
の
４
割
を
稼
ぐ
高
級
金
属
カ
ン
パ
ニ
ー
。
２
０
１
５

年
度
の
営
業
利
益
目
標
は

年
度
比

％
増
の
３
１
５
億
円
に
設
定
し
た
。
業
績
拡
大

の
け
ん
引
役
に
位
置
づ
け
る
同
カ
ン
パ
ニ
ー
の
動
向
を
追
う
。

２
回
連
載

買
収
で
ノ
ウ
ハ
ウ
吸
収

気候変動への取り組み日産・積水など優秀企業に選出
　カーボンディスクロージャープロジェ
クト（ＣＤＰ、本部ロンドン）は 日、
日本の大手企業 社を対象とした気候
変動問題への取り組みの調査結果を発表
した。温室効果ガス排出量の開示状況を
採点した「ディスクロージャー・リーダ
ーシップ・インデックス」に優秀企業を
社を選んだ。気候変動を緩和する排出
削減の活動などを評価する「パフォーマ
ンス・リーダーシップ・インデックス」
には 社を選出。日産自動車、積水化学
工業、東芝、コマツ、コニカミノルタな
ど 社は二つの評価とも優秀企業に選ば
れた。

■ＣＤＰ、 社調査■

　ＣＤＰは投資機関と連携し、世界の大
企業に温室効果ガス排出量の報告を求め
る国際的な非営利団体。日本の 社か
らは前年比２ 上昇の ％に当たる
社から回答があった。評価結果で投資先
を決める投資機関が増えており、世界で
は ％が回答している。

高
齢
者
な
ど
の
尿
漏
れ
通
知
水
電
池
使
い
セ
ン
サ
ー
三
嶋
電
子

吸
汗
・
速
乾
に
消
臭
追
加
高
機
能
素
材
イ
ン
ナ
ー
拡
充
片
倉
工
業

航
空
機
分
野
成
長
の
柱
に

▲折
り
曲
げ
ら
れ
る
Ｃ
Ｎ
Ｆ
放

熱
材

Ｂ
Ｎ
は
熱
伝
導
性
粒

子
も
含
む

　
Ｃ
Ｎ
Ｆ
は
木
材
を
ナ
ノ
メ

ー
ト
ル

ナ
ノ
は

億
分
の

１

単
位
に
ま
で
細
か
く
し

た
木
材
繊
維
に
樹
脂
や
ゴ
ム

を
混
ぜ
て
つ
く
る
高
機
能
素

材
。
ア
ク
リ
ル
や
エ
ポ
キ
シ

な
ど
の
樹
脂
製
放
熱
材
に
比

べ
、
熱
伝
導
率
が
高
い
の
が

特
徴
。
Ｋ
Ｒ
Ｉ
は
独
自
の
Ｃ

Ｎ
Ｆ
技
術
を
駆
使
し
、
微
細

繊
維
の
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
窒
化
ホ
ウ

素
の
微
粒
子
を
網
目
状
に
取

り
囲
む
構
造
に
よ
る
新
た
な

放
熱
材
を
開
発
し
た
。

　
窒
化
ホ
ウ
素
が
少
な
く
て

も
熱
伝
導
し
や
す
い
構
造
の

た
め
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
成
分
比
率

を
増
や
し
て
繊
維
ら
し
く
柔

軟
に
折
り
曲
げ
ら
れ
る
。
こ

の
た
め
熱
源
に
直
角
や
凹
凸

面
に
接
合
し
た
り
、
円
筒
状

に
巻
き
付
け
た
り
で
き
る
。

　
従
来
品
に
は
シ
リ
コ
ー
ン

樹
脂
も
あ
る
が
、
シ
リ
コ
ー

ン
以
外
の
残
存
成
分
が
通
電

不
良
を
起
こ
す
難
点
が
あ
っ

た
。
Ｋ
Ｒ
Ｉ
の
放
熱
材
は
絶

縁
性
も
備
え
る
た
め
、
従
来

品
に
多
い
炭
素
系
放
熱
材
に

必
要
な
絶
縁
層
も
不
要
。
こ

れ
に
よ
り
ス
マ
ホ
な
ど
を
薄

型
化
で
き
る
。

　
課
題
は
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
費
用
。

大
量
生
産
さ
れ
て
い
な
い
た

め
１

５
０
０
０
円
と
高

価
だ
が
、
原
料
の
セ
ル
ロ
ー

ス
が
植
物
由
来
で
優
れ
た
高

強
度
も
注
目
さ
れ
、
用
途
開

発
が
進
め
ば
将
来
は
同
４
０

０
円
程
度
に
下
が
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
今
後
は
放
熱
材

の
膜
密
度
を
高
め
、
伝
導
率

を
さ
ら
に
向
上
す
る
技
術
開

発
に
取
り
組
み
、
電
子
機
器

向
け
に
需
要
を
開
拓
す
る
。

▲消
臭
や
除
湿

な
ど
、
よ
り

快
適
性
を
高

め
た
タ
イ
プ

を
投
入

　
片
倉
工
業
は
高
機
能
素
材

イ
ン
ナ
ー
「
ク
ー
ル
ア
ン
ド

ド
ラ
イ
」
シ
リ
ー
ズ
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
拡
大
す
る
。
吸

汗
や
速
乾
と
い
っ
た
機
能
に

加
え
て
、
直
接
肌
に
触
れ
る

こ
と
か
ら
消
臭

デ
オ
ド
ラ

ン
ト

や
除
湿
な
ど
快
適
性

を
高
め
た
タ
イ
プ
を
投
入
。

２
０
１
５
年
春
夏
シ
ー
ズ
ン

向
け
に
展
開
す
る
。

　
デ
オ
ド
ラ
ン
ト
機
能
を
加

え
た
タ
イ
プ
は
三
菱
レ
イ
ヨ

ン
の
特
殊
ジ
ア
セ
テ
ー
ト
糸

「
ケ
ス
ラ

ー
」
を
使

用
。
汗
や
加

齢
臭
の
原
因

と
な
る
酢

酸
、
イ
ソ
吉

草
酸
、
ノ
ネ

ナ
ー
ル
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
四

つ
の
臭
気
に
対
し
消
臭
性
能

を
発
揮
す
る
。
天
然
系
繊
維

の
使
用
に
よ
り
、
環
境
に
配

慮
し
た
こ
と
も
訴
求
す
る
。

　
一
方
、
除
湿
タ
イ
プ
は
東

洋
紡
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
特
殊
レ
ー
ヨ

ン
「
リ
フ
レ
ス
」
を
用
い

た
。
繊
維
の
吸
湿
比
較
を
実

験
し
た
所
、
綿
の
約
２
倍
の

吸
湿
性
が
得
ら
れ
た
。
ワ
ッ

フ
ル
編
み
地
に
よ
り
、
肌
と

の
接
地
面
積
が
少
な
い
た
め

肌
離
れ
が
良
く
、
サ
ラ
リ
と

し
た
着
用
感
と
し
た
。

　
東
レ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

東
京
都
中
央
区
、
河
村
良

一
社
長
、
０
３
・
３
２
４
１

・
１
５
４
１

は
、
ウ
エ
ハ

ー
内
部
欠
陥
検
査
装
置
「
イ

ン
ス
ペ
ク
ト
ラ
」
で
近
赤
外

光
を
用
い
た
「
Ｉ
Ｒ
シ
リ
ー

ズ

写
真
」
を
開
発
し
た
。

従
来
の
可
視
光
に
よ
る
表
面

検
査
に
加
え
、
可
視
光
で
は

検
査
が
難
し
か
っ
た
ウ
エ
ハ

ー
キ
ャ
ッ
プ
構
造
の
微
小
電

気
機
械
シ
ス
テ
ム

Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

セ
ン
サ
ー
の
内
部
欠
陥

な
ど
の
検
査

が
可
能
。
す

で
に
受
注
活

動
を
始
め

た
。
価
格
は

９
０
０
０
万

円
か
ら
。
セ

ン
サ
ー
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
提
案
し
、
年
間

で
５
台
程
度
の
販
売
を
目
指

す
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
覆
う
キ
ャ
ッ

プ
部
分
に
は
、
こ
れ
ま
で
主

流
だ
っ
た
ガ
ラ
ス
か
ら
シ
リ

コ
ン
構
造
の
タ
イ
プ
が
増
え

て
い
る
。
一
方
、
シ
リ
コ
ン

構
造
は
外
部
か
ら
目
視
で
確

認
で
き
ず
、
作
業
者
が
赤
外

線
顕
微
鏡
な
ど
で
抜
き
取
り

検
査
す
る
な
ど
、
負
担
が
課

題
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た

め
赤
外
光
に
よ
る
内
部
欠
陥

検
査
装
置
の
開
発
に
取
り
組

ん
だ
。

　
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に

よ
り
シ
リ
コ
ン
の
ほ
か
、
ガ

リ
ウ
ム
ヒ
素

Ｇ
ａ
Ａ
ｓ

ウ
エ
ハ
ー
の
内
部
ク
ラ
ッ
ク

検
査
、
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
の

パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
用
ト
レ
ン

チ
、
高
密
度
実
装
用
シ
リ
コ

ン
貫
通
電
極

Ｔ
Ｓ
Ｖ

な

ど
へ
の
欠
陥
検
査
に
適
用
で

き
る
。
多
層
ス
キ
ャ
ン
に
も

対
応
し
た
。

　
欠
陥
検
出
能
力
は
２

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
万
分

の
１

で
、
検
査
時
間
は
８

サ
イ
ズ
の
場
合
、

分
程

度
。
検
査
ユ
ニ
ッ
ト
は
光
源

を
２
カ
所
配
置
し
、
透
過
検

査
、
反
射
検
査
を
行
え
る
。

対
物
レ
ン
ズ
は
レ
ボ
ル
バ
ー

方
式
で
切
り
替
え
が
可
能
。

技
術
を
磨
く　

▽

「
非

常
に
盛
況
で

感
謝
し
て
い

る
」
と
笑
顔

を
み
せ
る
の

は
日
本
鋳
鍛
鋼
会
会
長
で
日

本
製
鋼
所
顧
問
役
の
村
井
悦

夫
さ
ん
。
国
際
鍛
造
会
議
の

ホ
ス
ト
国
と
し
て
、
第

回

を
迎
え
た
会
議
を
成
功
裏
に

終
え
た
。

　
▽

鍛
造
に
関
す
る
新
し

い
発
想
や
最
新
技
術
な
ど
９

カ
国
１
０
０
件
以
上
の
講
演

が
あ
っ
た
。
当
初
の
想
定
を

上
回
る
約
５
９
０
人
の
出
席

者
が
あ
り
、
「
出
席
者
が
こ

ん
な
に
増
え
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
驚
く
。

　
▽

会
議
に
は
新
興
国
の

技
術
者
も
多
く
参
加
し
て
い

た
。
活
発
な
議
論
は
反
面
、

国
際
的
な
競
争
激
化
も
物
語

っ
て
い
る
が
、
「
や
は
り
日

本
は
技
術
し
か
な
い
。
競
争

力
を
磨
い
て
い
く
」
と
思
い

を
新
た
に
し
て
い
る
。

　
三
嶋
電
子

東
京
都
千
代

田
区
、
檀
浦
逸
克
社
長
、
０

３
・
３
２
９
３
・
４
７
９

１

は
、
寝
た
き
り
の
高
齢

者
な
ど
の
尿
漏
れ
を
通
知
す

る
水
電
池
を
使
っ
た
セ
ン
サ

ー
を
開
発
し
、

月
下
旬
か

ら
発
売
す
る
。
水
電
池
の
発

電
で
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ

Ｅ
Ｄ

電
球
を
点
灯
し
た

り
、
電
波
の
送
・
受
信
機
を

活
用
し
た
通
知
が
可
能
に
な

っ
た
り
す
る
。
医
療
・
福
祉

施
設
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
と
連

動
さ
せ
た
利
用
も
で
き
る
。

価
格
は
セ
ン
サ
ー
部
分
が
５

０
０
円
。
年
間

万

の
販

売
を
目
指
す
。

　
同
セ
ン
サ
ー
は
お
む
つ
の

部
分
に
厚
さ
５

の
布
で

く
る
ん
だ
切
手
大
の
水
電
池

を
は
さ
み
、
導
線
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
や
電
波
の
送
信
機
な
ど

と
つ
な
ぐ
仕
組
み
。
セ
ン
サ

ー
部
分
は
衛
生
上
の
観
点
か

ら
使
い
切
り
で
、
１

の
購

入
で

ピ
ー
ス
付
け
る
。

　
同
セ
ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
尿
漏
れ
し
た
時
点
で
状

況
を
把
握
で
き
る
の
で
、
介

護
者
が
即
時
に
対
応
で
き

る
。
医
療
・
福
祉
施
設
の
ナ

ー
ス
コ
ー
ル
と
連
動
さ
せ
て

使
用
す
る
場
合
は
、
施
設
に

よ
り
使
用
環
境
が
異
な
る
た

め
、
利
用
者
の
要
望
に
合
わ

せ
て
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す

る
。

９
月
塩
ビ
生
産

３
カ
月
ぶ
り
減

　
塩
ビ
工
業
・
環
境
協
会
が

日
ま
と
め
た
９
月
の
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
樹
脂
の
国
内
生
産

は
、前
年
同
月
比
９
４
％
減

の

万
１
４
４
４

と
、３

カ
月
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。出
荷
総
計
は
同
０
４

％
減
の

万
２
９
２
６

。

輸
出
が
同
６

６
％
減
の
２

万
６
９
３
８

だ
っ
た
が
、

国
内
出
荷
は
同
１

５
％
増

の
９
万
５
９
８
８

と
５
カ

月
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

　
国
内
出
荷
の
内
訳
は
水
道

管
な
ど
に
使
う
硬
質
用
が
同

０
・
２
％
減
の
５
万
５
４
５

２

、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
に
使

う
軟
質
用
が
同
２
・
１
％
増

の
２
万
１
８
３
３

、
電
線

そ
の
他
が
同
６
・
２
％
増
の

１
万
８
７
０
３

。
在
庫
は

同

・
８
％
増
の

万
６
０

５
８

と
な
っ
た
。

　
亀
高
真
一
郎
副
会
長

カ

ネ
カ
取
締
役
常
務
執
行
役

員

は
「

消
費
増
税
後
の

反
動
減
は

底
を
打
っ
た
。

土
木
建
材
の
民
需
が
弱
含
ん

で
い
る
が
、
官
需
が
け
ん
引

し
て

月
以
降
の
出
荷
量
は

確
実
に
増
え
る
だ
ろ
う
」
と

語
っ
た
。

　☆ ２０１４年 平成２６年 １０月１６日 木曜日 　　 （ ）

　

月
１
日
、
日
立
金
属
に

新
し
い
専
門
部
署
「
航
空
機

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
括
部
」
が

始
動
し
た
。
高
級
金
属
カ
ン

パ
ニ
ー
内
の
関
連
業
務
を
集

約
分
離
し
、
新
設
し
た
。同

部
署
の
統
括
部
長
は
７
月
に

子
会
社
化
し
た
日
立
金
属
Ｍ

Ｍ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
ア
ロ
イ

Ｈ

Ｍ
Ｓ
Ａ

の
岡
勉
社
長
が
兼

務
し
て
い
る
。
製
販
両
面
で

連
携
を
図
る
の
が
狙
い
だ
。

　
Ｈ
Ｍ
Ｓ
Ａ
は
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
１
０
０
％
子
会
社
で
特

殊
合
金
を
製
造
・
販
売
す
る

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
ア
ロ
イ

埼
玉
県
桶
川
市

の
株
式

％
を
日
立
金
属
が
取
得

し
、
子
会
社
化
し
た
新
会

社
。
航
空
機
分
野
で

年
近

い
実
績
が
あ
り
、
技
術
ノ
ウ

ハ
ウ
や
顧
客
基
盤
も
あ
る
。

シ
ナ
ジ
ー
発
揮

　
平
木
明
敏
事
業
役
員
常
務

高
級
金
属
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
は
「
両
社
が
一
緒

に
な
る
こ
と
で
、
シ
ナ
ジ
ー

を
発
揮
で
き
る
」
と
新
会
社

に
期
待
を
か
け
る
。
日
立
金

属
に
と
っ
て
航
空
機
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
自
動
車
や
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
産
業
イ
ン
フ

ラ
に
次
ぐ
第
４
の
柱
。
そ
の

新
領
域
を
開
拓
す
る
役
目
を

担
う
の
が
Ｈ
Ｍ
Ｓ
Ａ
と
な

る
。

　
Ｈ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
設
備
は
フ
ル

稼
働
に
近
づ
き
、
溶
解
炉
や

製
造
設
備
の
能
力
増
強
・
更

新
投
資
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
子
会
社
化
と

同
時
に
桶
川
工
場
に
航
空
機

用
エ
ン
ジ
ン
の
低
圧
タ
ー
ビ

ン
ケ
ー
ス
な
ど
の
部
材
を
製

造
す
る
荷
重
能
力
７
０
０

の
大
型
リ
ン
グ
ミ
ル
の
投
資

を
決
め
た
。

年
に
量
産
稼

働
し
、
中
大
型
の
部
材
加
工

に
も
参
入
す
る
。

　
Ｈ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
岡
社
長
は

「
今
は
中
小
型
部
材
が
中
心

だ
が
、
中
大
型
も
手
が
け
、

年
後
に
は
ケ
ー
ス
用
部
材

の
販
売
シ
ェ
ア
を
今
の

―

％
か
ら

％
に
高
め
た

い
」
と
語
る
。

　
日
立
金
属
は
航
空
機
分
野

に
本
格
参
入
し
て
日
が
浅

い
。
神
戸
製
鋼
所
や
Ｉ
Ｈ
Ｉ

ら
と
共
同
で
、
航
空
機
向
け

の
大
型
鍛
造
品
を
製
造
す
る

日
本
エ
ア
ロ
フ
ォ
ー
ジ

岡

山
県
倉
敷
市

を

年
に
設

立
し
た
。

　
安
来
工
場

島
根
県
安
来

市

に
約

億
円
を
投
じ
、

材
料
生
産
に
必
要
と
な
る
国

内
最
大
級
の
大
型
真
空
誘
導

溶
解
炉

Ｖ
Ｉ
Ｍ

を
建
設

し
、

年
に
稼
働
さ
せ
る
計

画
だ
。

攻
勢
へ
準
備
整
う

　
Ｈ
Ｍ
Ｓ
Ａ
設
立
に
は
、
三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
が
長
年
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
狙

い
が
あ
る
。
設
備
と
ノ
ウ
ハ

ウ
と
い
う
武
器
を
得
て
、
航

空
機
分
野
に
本
格
攻
勢
を
か

け
る
準
備
は
整
っ
た
。

　
「
航
空
機
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
は

年
度
ま
で
の
中
計

の
次
の
中
計
か
、
そ
の
先
で

成
長
の
主
役
に
な
る
」
。
平

木
事
業
役
員
常
務
は
先
を
見

据
え
る
。
同
分
野
の
売
上
高

を

年
度
に
現
在
の
２
・
５

倍
の
５
０
０
億
円
に
引
き
上

げ
る
計
画
だ
。
航
空
機
関
連

事
業
の
拡
大
が
全
社
成
長
の

道
筋
と
重
な
る
。


